
我が国の取組 「Sport For Tomorrow」
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・我が国は2013年9月、ブエノスアイレスで開催された
IOC総会において、安倍総理が招致プレゼンテーションを実施。

・2014年から2020年までの7年間で
開発途上国をはじめとする100カ国以上・1000万人以上
を対象として、

・我が国が、世界のよりよい未来をめざし、スポーツの価値を伝え、
オリンピック・パラリンピック・ムーブメントをあらゆる世代の人々
に広げていくことを約束。現在、この取組を進めている。

・官民連携事業として活動しており、10月末時点で会員数は
国内競技団体や民間企業、自治体、大学、ＮＧＯ等の協力で
242団体となった。今後はより一層マッチングの加速化が求められ
る。
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■ 活動領域：3つの柱

SPORT FOR TOMORROWとは

■主な実施団体
・外務省 ・JICA ・国際交流基金
・スポーツ庁 ・JSC ・会員団体

■主な実施団体
・スポーツ庁
・JADA （日本アンチ・ドーピング機構）

■主な実施団体
・スポーツ庁 ・筑波大学
・日本体育大学 ・鹿屋体育大学



地方自治体との連携について

京都市で開催されている「京都マラソン」には約2,000名
の外国人ランナーが参加。同じゴールをめざすことで生ま
れる連帯感。

おもてなし！こども大使とスポーツ交流！
福岡県がアジア太平洋地域の33か国から集まった
こども大使を「運動会」や「サッカー教室」でおもてなし！

・官民連携事業として、全国的なオリパラ
ムーブメントの推進

・交流をきっかけとした地元ＰＲの促進
(地域の施設・伝統、名産、製品)

・海外スポーツ関係者とのネットワーク構築

期待できる効果

言葉の壁を超える！体を動かす交流



SPORT FOR TOMORROW コンソーシアム会員（五十音順）

運営委員会 12団体

外務省
スポーツ庁
日本スポーツ振興センター
国際協力機構(JICA)
国際交流基金
東京2020組織委員会
日本オリンピック委員会
日本障がい者スポーツ協会
（日本パラリンピック委員会)
日本アンチ・ドーピング機構
筑波大学
日本体育協会
ラグビーワールドカップ2019組織委員会

NGO/NPO等 61団体

アクション
アジアの障害者活動を支援する会
アスリートソサエティ
アセアン・リユース・プロジェクト
アフリカ開発協会
アフリカ野球友の会
SPW
Enije
NGO活動教育研究センター
オセアニア地区スポーツ支援機構
嘉納治五郎国際スポーツ研究・交流センター
Kids One World
CATiC
Colorbath
協力隊を育てる会
グローバル・スポーツ・アライアンス
国際協力NGOセンター
国際せきずい損傷リハビリテーション協会
国際文化交流協会
国連ウィメン日本協会
子どもスポーツ国際交流協会
こどもたちのアジア連合
サロン2002
ジャパンスポーツコミュニケーションズ
Japan Dream Football Association
シャンティ国際ボランティア会
柔道教育ソリダリティ
世界こども財団
世界ゆるスポーツ協会
障がい者スポーツFriendly Action
少年軟式野球国際交流協会(IBA)
sports alliance
スポーツフォーキッズジャパン
青年海外協力協会
全国ラジオ体操連盟
太陽の家
チャイルド・ファンド・ジャパン
Doooooooo
難民を助ける会
日本エンパワーメントコンソーシアム
日本グローバル・コミュニケーション・センター
日本国際協力システム
日本財団
日本ファンドレイジング協会
日本ベアフットランニング協会
ネパール野球ラリグラスの会
Non-Violence Project Japan
ハート・オブ・ゴールド
バレーボール・モントリオール会
Peace Boat
ピースボールアクション
フォルダ
マイホッケープラス
南アジア友好協会
未来をつかむスタディーズ
民際センター
モンキーマジック
UNITED SPORTS FOUNDATION
Little Bees International
Little Bridge
ワールドランナーズ・ジャパン

スポーツ関連団体 74団体

アルビレックス新潟シンガポール
アルファバドミントンネットワーク
浦和レッドダイヤモンズ
大竹サーフライフセービングクラブ
大宮アルディージャ
鬼ごっこ協会
講道館
静岡FIDサッカー連盟
志道館
ジャパンタッチ協会
スペシャルオリンピックス日本
スマイルクラブ
全国大学体育連合
全日本アーチェリー連盟
全日本空手道連盟
全日本空道連盟
全日本スキー連盟
全日本柔道連盟
全日本テコンドー協会
全日本ボウリング協会
FC東京（東京フットボールクラブ株式会社）
日本アイススレッジホッケー協会
日本アイスホッケー連盟
日本アメリカンフットボール協会
日本ウエイトリフティング協会
日本キャスティングスポーツ連盟
日本車椅子バスケットボール連盟
日本ゲートボール連合
日本コーフボール協会
日本ゴールボール協会
日本サッカー協会
日本サーフィン連盟
日本障がい者シンクロナイズドスイミング協会
日本身体障がい者水泳連盟
日本水泳連盟
日本水中スポーツ連盟
日本スカッシュ協会
日本スポーツツーリズム推進機構
日本相撲協会
日本相撲連盟
日本セーリング連盟
日本ソーシャルフットボール協会
日本ソフトボール協会
日本体操協会
日本卓球協会
日本チアリーディング協会
日本テニス協会
日本テニス事業協会日本トップリーグ連携機構
日本トライアスロン連合
日本バイアスロン連盟
日本バドミントン協会
日本パラサイクリング連盟
日本パラ・パワーリフティング連盟
日本パラ陸上競技連盟
日本パラリンピアンズ協会
日本バレーボール協会
日本パワーリフティング協会
日本バンディ連盟
日本ハンドボール協会
日本フェンシング協会
日本フライングディスク協会
日本フレスコボール協会
日本プロサッカーリーグ
日本プロ野球名球会
日本ホッケー協会
日本モーターサイクルスポーツ協会
日本ラグビーフットボール協会
日本陸上競技連盟
日本レクリエーション協会
日本ワールドゲームズ協会
ふうせん遊び協会
フォーレンスポーツアカデミー

計264団体
（2016年12月22日現在）

地方自治体・関連団体 23団体

愛知県
岩手県
江別市
小田原市
京都市
高知県
高知県観光コンベンション協会
神戸市
埼玉県
さっぽろ健康スポーツ財団
常総市
千葉県
東京都
東京マラソン財団
名古屋市
名古屋市教育スポーツ協会
名寄市
福岡県
福岡市
北海道
北海道総合研究調査会
宮崎市
横浜市



SPORT FOR TOMORROW コンソーシアム会員（五十音順）

大学 19団体

大阪成蹊大学
大阪大学
鹿屋体育大学
共立女子学園
慶應義塾大学大学院
システムデザイン・マネージメント研究科

国際学園
国際武道大学
十文字学園女子大学
順天堂大学
拓殖大学
中央大学
桐蔭横浜大学
日本体育大学
びわこ学院大学
びわこ成蹊スポーツ大学
山梨学院大学
立教大学
立命館大学産業社会学部
流通経済大学

その他 9団体

国立青少年教育振興機構
女性スポーツ研究センター
ソーシャルスポーツイニシアチブ
聴覚障害者体育・スポーツネット
日本学生支援機構
日本青年会議所
はまなす財団
防衛省・自衛隊
ホシノドリームズプロジェクト

計264団体
（2016年12月22日現在）

民間企業 66団体

アサツーディ・ケイ
朝日新聞社
アシックス
andro Japan
イルマソフト
エイチ・アイ・エス
OSGコーポレーション
大塚製薬
小川長春館
オットーボック・ジャパン
キヤノン
近畿日本ツーリスト
クラレ
コーチョー
サニーサイドアップ
サニックス
ジェイティービー
ジェイワークアウト
GMSSヒューマンラボ
JXホールディングス
GDIコミュニケーションズ
商船三井
JIN
スポーツマネジメント
スマート・シールド・インターナ
ショナル（B）社
セノー
セレスポ
セントラルスポーツ
SOMOS English Academy
卓球王国
タマス
帝人
デサント
電通
東京東信用金庫
東レ
Dreamers Japan
西川産業
日本シグマックス
日本生命
日本体育施設
日本卓球
日本通運
日本武道館
パナソニック
早川繊維工業
ビィ・フォアード
日立ソリューションズ
ファンケル
フォワード
富士通
プロフォーマンス
ぺんてる
毎日新聞社
マルサ斉藤ゴム
丸紅
漫画家学会
ミズノ
ヤマトホールディングス
山本光学
吉本興業
読売新聞社
ランブリッジ
リーフラス
ルピナス
ワコール


